
「
太
陽
光
発
電
」
騒
動
記 

 
 
 
 

（
２
０
１
３
） 

 
 
 

２
０
１
２
・
８
月
、
我
が
家
の
「
屋
根
の
上
発
電
所
（
５
．
３
２
ｋ
ｗ
ｈ
」
が
稼

働
を
開
始
し
た
。
僕
な
り
の
試
算
だ
と
投
資
金
額
の
回
収
に
７
年
も
掛
か
ら
な
い
。

高
金
利
の
定
期
預
金
よ
り
も
お
得
、
高
配
当
の
投
資
信
託
よ
り
安
全
の
積
り
だ
が
・
・
・
。 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 

    
 東

日
本
大
震
災
に
よ
り
東
電
福
島
第
一
原
発
が
未
曾
有
の
放
射
能
事
故
を
発
生
、

周
辺
の
市
町
村
は
廃
墟
と
化
し
、
近
隣
住
民
達
は
故
郷
を
奪
わ
れ
、
財
産
・
仕
事
を

奪
わ
れ
、
家
族
達
は
分
断
さ
れ
、
国
と
東
電
の
充
分
の
援
助
も
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
、

２
１
世
紀
の
難
民
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
と
い
う
国
は
こ
ん
な
に
も
経
済
的

に
・
政
治
的
に
貧
し
い
国
だ
っ
た
の
か
？ 

 

以
後
１
年
、
日
本
中
が
「
原
発
の
危
険
性
」
と
「
経
済
論
理
」
の
狭
間
を
巡
っ
て
、

国
を
二
分
す
る
大
論
争
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
１
年
後
の
２
０
１
２
年
春
、
遂
に

日
本
の
約
５
０
基
の
原
発
の
全
て
が
約
６
０
日
間
停
止
し
た
。
国
を
挙
げ
て
今
や
、

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
揚
水
・
地
熱
・
風
力
・
太
陽
光
・
海
洋
温
度
差
・
深
海
圧
力
・



波
力
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
雪
氷
熱
利
用
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ド
、
蓄
電
池
、
コ

ー
ジ
ェ
ネ
・
・
・
等
な
ど
）
に
対
す
る
関
心
が
一
挙
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。 

今
さ
ら
原
子
力
に
は
頼
れ
な
く
な
っ
た
各
電
力
会
社
は
、
代
替
え
燃
料
の
高
謄
、

既
存
原
電
の
維
持
費
・
処
理
費
な
ど
で
完
全
に
経
営
疲
弊
、
電
力
不
足
、
電
気
料
金

値
上
げ
の
方
向
へ
動
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
。
し
ば
ら
く
は
こ
の
穴
埋
め
を

国
民
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
幸
い
我
慢
強
く
・
賢
い
日
本
人
の
事
・
・
・

恐
ら
く
こ
の
苦
境
も
難
な
く
乗
り
切
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 

一
方
お
国
は
他
人
事
の
様
な
顔
で
、
責
任
の
な
す
り
あ
い
を
繰
り
返
す
ば
か
り
、

そ
し
て
税
金
を
利
用
し
て
の
補
助
金
垂
れ
流
し
政
策
は
今
や
花
盛
り
で
あ
る
。
危
機

の
今
、
こ
の
国
と
国
民
の
知
性
と
底
力
が
試
さ
れ
る
事
と
な
る
。 

電
気
料
金
は
間
違
い
な
く
値
上
が
り
の
傾
向
に
あ
る
し
、
一
方
お
国
の
政
策
も
巨

額
の
補
助
金
を
投
入
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
転
換
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち

の
一
つ
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
り
制
度
」
が
、
２
０
１
２
・

７
月
を
以
て
本
格
的
に
動
き
始
め
た
。 

こ
の
動
き
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
た
心
あ
る
事
業
者
達
は
遊
休
地
を
利
用
し
て
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に
続
々
と
着
手
し
始
め
た
。
一
方
で
は
、
一
般
家
庭
の
太
陽
光
発

電
（
１
０
ｋ
ｗ
ｈ
未
満
）
の
導
入
も
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
促
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

さ
て
お
国
の
お
こ
ぼ
れ
の
内
容
で
あ
る
が
・
・
・ 

① 

工
事
費
に
対
し
「
補
助
金
」（
３
．
５
万
円
／
ｋ
ｗ
）
、
他
に
各
自
治
体
に

よ
る
補
助
金
（
宇
部
市
の
場
合
一
律
：
１
０
万
円
） 



② 

余
っ
た
電
気
は
、
通
常
の
電
気
料
（
２
８
円
／
ｋ
ｗ
ｈ
）
よ
り
高
い
（
４

２
円
／
ｋ
ｗ
ｈ
）
で
１
０
年
間
の
買
い
取
り
を
約
束
し 

③ 
そ
の
差
額
を
国
の
補
助
と
全
て
の
契
約
家
庭
に
平
均
し
て
割
り
当
て
る 

現
時
点
で
は
、
既
工
事
契
約
者
に
は
買
い
取
り
価
格
（
４
２
円
／
ｋ
ｗ
ｈ
）
と
期

間
（
１
０
年
間
）
は
約
束
さ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
ド
イ

ツ
の
例
に
あ
る
様
に
、
こ
の
ま
ま
の
高
額
の
買
い
取
り
価
格
は
そ
ん
な
長
く
は
続
か

な
い
だ
ろ
う
し
、
１
０
年
間
と
い
う
約
束
も
出
来
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
５

年
を
待
た
ず
破
綻
す
る
の
で
は
な
い
か
と
僕
は
危
惧
し
て
い
る
。
案
の
定
、
先
日
の

「
２
０
１
２
経
済
財
政
白
書
」
で
は
、【
太
陽
光
発
電
な
ど
の
普
及
促
進
を
目
指
す
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
買
い
取
り
制
度
に
つ
い
て
、
電
力
会
社
が
太
陽
光
や
風
力
に

よ
る
電
気
を
家
庭
や
事
業
者
か
ら
高
く
買
い
取
る
仕
組
み
は
、
普
及
が
進
む
ほ
ど
需

要
側
の
一
般
家
庭
や
企
業
の
電
気
料
金
が
上
が
る
】・
・
・
と
し
て
、
買
い
取
り
価
格

の
設
定
・
改
定
に
は
公
正
を
期
す
よ
う
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
ば
か
り
だ
、「
白
書
」
と
し

て
は
異
例
の
内
容
で
あ
っ
た 

 

そ
ん
な
中
、
今
の
う
ち
に
我
が
家
も
こ
の
時
流
に
乗
ら
な
い
手
は
な
い
。
幸
い
に

も
我
が
家
は
単
純
な
片
流
れ
屋
根
（
８
０
㎡
・
南
向
き
、
２
．
５
寸
勾
配
）
と
い
う
、

い
か
に
も
太
陽
光
発
電
を
４
０
年
間
待
っ
て
い
た
か
の
様
な
造
り
で
あ
り
、
発
電
に

必
要
な
日
射
量
も
国
内
で
は
中
国
・
九
州
地
方
が
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
る
。 

さ
て
「
業
者
の
選
定
」
だ
が
知
り
合
の
代
理
店
・
工
事
店
は
職
業
柄
た
く
さ
ん
知

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
少
々
迷
っ
て
し
ま
う
。
・
・
・
中
に
は
ご
近
所
（
３
軒
お
隣
）



に
は
、
太
陽
光
発
電
を
取
り
扱
う
地
元
総
合
商
社
の
社
長
さ
ん
の
自
宅
（
屋
根
に
は

自
社
の
パ
ネ
ル
満
載
）
も
あ
り
同
じ
自
治
会
の
同
じ
班
仲
間
な
の
だ
が
・
・
・
？ 

 
迷
っ
て
い
て
も
し
ょ
う
が
無
く
、
ふ
と
ネ
ッ
ト
で
太
陽
光
発
電
の
勉
強
を
し
て
い

る
時
「
太
陽
光
発
電
見
積
り
ナ
ビ
」
な
る
も
の
を
知
り
、「
自
宅
の
住
所
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
・
屋
根
の
概
要
・
・
・
等
な
ど
」
、
を
打
ち
込
ん
で
メ
ー
ル
す
れ
ば
、
近
辺
の

業
者
さ
ん
５
社
余
り
が
概
算
見
積
り
、
現
地
調
査
、
打
ち
合
わ
せ
に
や
っ
て
来
て
く

れ
る
。
我
が
家
に
は
市
内
業
者
さ
ん
始
め
、
北
九
州
市
か
ら
も
防
府
市
か
ら
も
来
て

頂
い
た
。
初
め
て
の
業
者
さ
ん
も
幸
い
な
事
に
信
頼
の
お
け
そ
う
な
会
社
ば
か
り
だ

っ
た
。
何
よ
り
も
僕
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
分
野
の
仕
様
・
価
格
で
あ
り
、
予
習
・

勉
強
の
た
め
に
は
最
良
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
。
又
、
５
社
も
揃
え
ば
中
に
は
相
当

頑
張
っ
た
価
格
提
示
も
あ
り
、
価
格
折
衝
の
際
の
参
考
に
も
な
っ
た
し
、
又
国
の
補

助
金
の
他
に
、
市
の
補
助
金
（
１
０
万
円
）
も
別
に
あ
る
事
も
知
っ
た
。（
但
し
、
市

内
に
所
在
す
る
業
者
施
工
に
限
る
）
。
お
蔭
で
本
命
の
市
内
業
者
さ
ん
と
の
交
渉
も
順

調
に
進
み
、
７
月
中
旬
「
申
請
書
提
出
（
国
・
電
力
会
社
）
」
に
持
ち
込
ん
だ 

つ
い
最
近
の
事
だ
が
、
こ
の
ネ
ッ
ト
に
よ
る
見
積
り
も
更
に
格
段
の
進
歩
を
遂
げ
、

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
情
報
」（
衛
星
写
真
に
よ
り
、
場
所
・
屋
根
面
積
・
設
置
面
積
・
屋

根
の
向
き
等
が
一
目
瞭
然
）
を
利
用
し
て
の
正
確
な
見
積
り
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
を

考
え
出
し
た
業
者
さ
ん
ま
で
が
現
れ
た
様
だ
が
、
肝
心
の
「
屋
根
の
材
質
・
仕
様
」

迄
は
見
極
め
ら
れ
な
い
と
思
う
が
。 

一
方
で
は
太
陽
光
発
電
に
当
た
っ
て
の
注
意
点
や
短
所
が
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
ネ



ッ
ト
上
を
賑
わ
し
て
い
る
。
曰
く
、
＊
値
段
が
ま
だ
ま
だ
高
す
ぎ
る
、
＊
電
圧
抑
制

問
題
（
買
い
取
り
電
力
が
安
定
し
て
い
な
い
）、
＊
年
々
の
発
電
効
率
の
低
下
、
＊
家

電
製
品
に
悪
影
響
（
全
く
の
デ
マ
）、
＊
ず
さ
ん
な
工
事
に
よ
る
雨
漏
り
、
＊
ボ
ッ
タ

ク
リ
に
注
意
・
・
・
・
な
ど
等
ら
し
い
が
、
我
が
家
の
場
合
は
一
応
ク
リ
ヤ
ー
し
た

と
思
っ
て
い
る
。 

パ
ネ
ル
は
今
や
各
メ
ー
カ
ー
・
海
外
製
品
等
が
キ
ラ
星
の
ご
と
く
参
入
し
て
い
る

が
、
大
き
く
分
け
れ
ば
多
結
晶
（
長
い
実
績
が
あ
り
比
較
的
安
価
）
ｏ
ｒ
単
結
晶
（
発

電
効
率
が
良
い
が
高
価
）
と
い
う
大
別
で
悩
む
所
だ
が
、
屋
根
の
広
さ
に
ゆ
と
り
が

あ
る
の
な
ら
悩
む
こ
と
な
く
多
結
晶
・
・
・
の
よ
う
だ
。 

必
要
な
発
電
量
だ
が
、
合
計
発
電
量
が
１
０
ｋ
ｗ
ｈ
未
満
な
ら
投
資
資
金
の
許
す

限
り
、
多
け
れ
ば

・

・

・

・

多
い

・

・

・

ほ
ど

・

・

お
得
と
い
う
事
だ
！ 

 

毎
日
、
電
力
モ
ニ
タ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
に
表
示
さ
れ
る
「
今
日
の
発
電
量
・
消
費
量
・

売
電
料
・
・
・
」
を
眺
め
一
人
、
ほ
く
そ
笑
む
の
が
日
課
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

 


